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宗教文化の学習におけるGPS利用教材の可能性と課題37

宗
教
文
化
の
学
習
に
お
け
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
利
用
教
材
の
可
能
性
と
課
題

天　

田　

顕　

徳

一
、
問
題
と
背
景

　

本
稿
の
目
的
は
、
宗
教
文
化
の
学
習
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
技
術
の
利
用
、
と
り
わ
け
Ｇ
Ｐ
Ｓ
マ
ッ
ピ
ン
グ
技
術
の
利
用
に
つ
い
て
、
そ
の
可

能
性
と
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
」
と
は
、
打
ち
上
げ
ら
れ
た
人
口
衛
星
を
利
用
し
、
地
球
上
の
現
在
位
置
を
測
定
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
で
、Global 

Positioning System

（
全
地
球
測
位
網
）
の
略
称
で
あ
る
。
冷
戦
時
代
に
ア
メ
リ
カ
国
防
総
省
が
開
発
し
た
軍
事
用
シ
ス
テ
ム
で
、
自

国
に
い
な
が
ら
世
界
中
の
船
舶
や
航
空
機
な
ど
の
位
置
情
報
を
、
正
確
か
つ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
測
定
・
把
握
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の

だ
。
ア
メ
リ
カ
は
い
つ
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
有
事
へ
の
緊
張
感
の
中
で
、
地
球
上
全
て
の
地
域
の
「
可
視
化
」
を
試
み
た
の
で
あ

る
。
一
九
九
〇
年
代
に
入
り
、
国
防
総
省
に
よ
り
精
度
を
落
と
し
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ
デ
ー
タ
の
一
部
が
公
開
さ
れ
る
と
、
そ
の
技
術
は
多
く
の
製

國學院大學研究開発推進機構紀要　第７号　平成27年３月

03天田顕徳氏.indd   3703天田顕徳氏.indd   37 2015/02/12   16:32:162015/02/12   16:32:16



38

品
に
応
用
さ
れ
、
急
速
に
民
間
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
六
千
万
台
近
い
累
計
出
荷
台
数）

1
（

を
誇
る
カ
ー
ナ
ビ
（
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
）
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
「Google m

ap

」
な
ど
の
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
技
術
を
組
み
込
ん
だ
地
図
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
「
位

置
情
報
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
を
通
じ
て
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
は
わ
れ
わ
れ
の
日
常
生
活
に
深
く
浸
透
し
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
多

機
能
携
帯
電
話
で
あ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
登
場
と
急
速
な
普
及
は）

2
（

、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
介
し
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ
技
術
の
利
用

を
一
層
増
加
さ
せ
た
。

　

さ
ら
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
技
術
は
現
在
、
測
量
や
地
質
調
査
、
野
生
生
物
の
行
動
調
査
な
ど
の
学
術
分
野
で
も
積
極
的
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
筆

者
が
専
門
と
す
る
宗
教
研
究
の
分
野
に
目
を
向
け
て
も
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
と
技
術
的
に
連
携
可
能
な
位
置
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
型
教
材
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
が
、
宗
教
文
化
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
（
以
下
略
称
で
あ
る
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
と
す
る
）
や
國
學
院

大
学
、
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
な
ど
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
す
で
に
閲
覧
・
利
用
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
技
術
を
教
材

や
教
育
に
応
用
し
た
際
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
複
数
の
研
究
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
お
り）

3
（

、
宗
教
文
化
に
つ
い
て
の
教
育
の
実
質

化
や
授
業
研
究
の
取
り
組
み
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
現
況
を
鑑
み
る
と）

4
（

、
学
習
効
果
の
高
い
教
材
開
発
が
目
指
さ
れ
る
中
で
、
Ｇ
Ｐ

Ｓ
技
術
の
応
用
は
有
力
な
選
択
肢
の
一
つ
と
な
り
得
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

そ
う
し
た
状
況
が
あ
る
一
方
で
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
技
術
を
宗
教
分
野
に
利
用
す
る
際
に
見
込
ま
れ
る
可
能
性
や
課
題
に
つ
い
て
整
理
を
し
た
研

究
は
、
管
見
の
限
り
に
お
い
て
見
当
た
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
技
術
の
長
所
は
ど
こ
に
あ
り
、
応
用
に
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が

見
込
ま
れ
る
の
か
。
ま
た
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
技
術
の
利
用
に
は
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
の
か
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
技
術
は
、
可
視
化
が
望
ま
れ
な
い
場
所

を
も
衆
目
に
さ
ら
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
問
題
点
も
抱
え
て
お
り
、
使
い
方
に
よ
っ
て
は
、
位
置
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
個
人
の

監
視
に
悪
用
す
る
「
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
ロ
ケ
ハ
ラ
））

5
（

」
な
ど
を
起
こ
し
う
る
諸
刃
の
剣
と
い
え
る
。
ま
た
、
そ
も
そ
も

世
界
の
「
可
視
化
」
を
狙
っ
て
開
発
さ
れ
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ
技
術
は
、
例
え
ば
、「
分
離
」
や
「
禁
止
」
に
も
そ
の
特
徴
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
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宗教文化の学習におけるGPS利用教材の可能性と課題39

宗
教
と
は
、
あ
る
局
面
に
お
い
て
緊
張
関
係
に
あ
る
技
術
な
の
で
は
な
い
か）

6
（

。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
技
術
の
活
用
に
関
わ
る
メ
リ
ッ
ト
や
課
題
に
つ
い

て
ま
と
め
た
基
礎
研
究
の
不
足
が
、
本
稿
冒
頭
の
問
題
設
定
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
掲
題
の
通
り
、
宗
教
文
化
の
学
習
に
お

け
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
利
用
教
材
の
可
能
性
と
課
題
に
つ
い
て
順
を
追
っ
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。た
だ
、ひ
と
く
ち
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
学
術
利
用
と
い
っ

て
も
か
な
り
範
囲
が
広
く
な
る
。
そ
こ
で
、
本
論
で
は
議
論
の
対
象
を
、
す
で
に
宗
教
研
究
の
分
野
で
も
教
材
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
用
い
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
型
教
材
に
絞
る
こ
と
と
す
る
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
マ
ッ
ピ
ン
グ
と
は
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
用
い
て
得
た
緯
度
・

経
度
情
報
を
地
図
上
に
落
と
す
技
術
で
あ
る
。

　

以
下
、
宗
教
文
化
教
育
に
関
わ
る
教
材
開
発
の
現
状
の
一
端
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
他
分
野
に
お
い
て
Ｇ
Ｐ
Ｓ
マ
ッ
ピ
ン
グ
技
術
を

学
術
目
的
に
利
用
し
、
一
定
の
成
功
を
収
め
て
い
る
例
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
マ
ッ
ピ
ン
グ
技
術
で
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
教
材
を
作
成

す
る
と
き
の
メ
リ
ッ
ト
と
課
題
に
つ
い
て
の
分
析
を
行
っ
て
い
く
。

二
、
宗
教
文
化
の
教
材
開
発
と
発
信
の
現
状

　

本
節
で
は
、
宗
教
文
化
教
育
に
関
わ
る
教
材
開
発
の
現
状
を
、
ま
ず
は
実
例
に
基
づ
き
確
認
し
て
み
た
い
。
こ
こ
で
は
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
に
よ

る
ウ
ェ
ブ
上
の
マ
ッ
プ
連
動
型
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
教
材
、
お
よ
び
國
學
院
大
學
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
公
開
・
発
信
が
進
め
ら
れ
た
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
用
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
に
注
目
す
る
。

　

早
速
、
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
の
公
開
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
見
て
み
よ
う
。
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
は
「
と
り
わ
け
大
学
教
育
に
お
い
て
日
本
や
世
界
の
宗
教
文

化
に
つ
い
て
の
基
礎
的
素
養
及
び
理
解
力
を
養
う
こ
と
を
目
的
」
に
二
〇
一
一
年
一
月
に
設
立
さ
れ
た
団
体
で
、
主
と
し
て
、
年
に
二
度

行
わ
れ
る
「
宗
教
文
化
士
認
定
試
験
」
の
実
施
・
運
営
と
、
宗
教
文
化
の
学
習
を
目
指
す
人
々
の
た
め
の
教
材
開
発
を
業
務
の
軸
と
し
て

い
る）

7
（

。
国
立
大
学
や
私
立
大
学
に
お
い
て
宗
教
研
究
を
専
門
に
し
て
い
る
教
員
数
十
名
が
運
営
委
員
・
連
携
委
員
と
し
て
関
わ
っ
て
い
る
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ほ
か
、
日
本
宗
教
学
会
・「
宗
教
と
社
会
」
学
会
と
連
携
し
て
お
り
、
宗
教
研
究
を
行
う
研
究
者
自
身
が
最
新
の
研
究
動
向
を
踏
ま
え
て

大
学
に
お
け
る
宗
教
文
化
教
育
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
そ
の
成
果
を
教
材
と
し
て
公
開
し
て
い
る
点
に
、
同
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
が
あ
る）

8
（

。

　

Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
は
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
上
に
宗
教
文
化
を
学
ぶ
た
め
の
教
材
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
公
開
し
て
お
り
、
二
〇
一
五
年
現
在
、
六
点
の
コ
ン

テ
ン
ツ
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
①
宗
教
文
化
士
認
定
試
験
の
過
去
問
題
集
、
②
宗
教
文
化
に
関
係
す
る
基
本
用
語
ク
イ
ズ
、
③
宗
教
文
化
を

学
ぶ
た
め
の
基
本
案
内
書
、
④
世
界
遺
産
と
宗
教
文
化
、
⑤
映
画
と
宗
教
文
化
、
⑥
博
物
館
と
宗
教
文
化
、
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
④

〜
⑥
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
技
術
と
の
連
携
が
可
能
な
マ
ッ
プ
を
利
用
し
た
教
材
と
な
っ
て
お
り
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
情
報
と
地
図
情

報
と
が
連
携
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
本
稿
の
テ
ー
マ
に
関
わ
る
④
〜
⑥
の
教
材
に
関
し
て
簡
単
な
紹
介
を
行
っ
て
お
き
た
い）

9
（

。

　

④
〜
⑥
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
と
目
を
引
く
共
通
し
た
特
徴
は
、
該
当
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
中
央
に
大
き
な
地
図
が
配
置
さ
れ

て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。

　

図
１
は
、「
世
界
遺
産
と
宗
教
文
化
」
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
一
部
で
あ
る）

10
（

。
こ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
「
映
画
と
宗
教
文
化
」
に
は
そ
れ
ぞ

れ
世
界
地
図
が
、「
博
物
館
と
宗
教
文
化
」
に
は
日
本
地
図
が
中
央
に
表
示
さ
れ
、
複
数
の
「
ピ
ン
」
が
地
図
上
の
任
意
の
場
所
に
打
た

れ
て
い
る
。
こ
の
「
ピ
ン
」
の
指
す
場
所
が
、そ
れ
ぞ
れ
宗
教
文
化
と
関
係
の
深
い
世
界
遺
産
の
所
在
地
（
④
）
や
、映
画
の
舞
台
（
⑤
）、

博
物
館
（
⑥
）
の
所
在
地
と
な
っ
て
お
り
、
ピ
ン
を
選
択
す
る
こ
と
で
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
上
の
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
教
材
の
中
で
も
最
も
ア
ク
セ
ス
数
が
多
い
「
④
世
界
遺
産
と
宗
教
文
化）

11
（

」
を
例
に
も
う
少
し
コ
ン
テ
ン
ツ
の
内
容
を
追
っ
て

み
よ
う
。
当
該
の
ペ
ー
ジ
で
任
意
の
世
界
遺
産
を
選
択
す
る
と
、
図
２
で
示
す
よ
う
な
、
選
択
し
た
世
界
遺
産
の
詳
細
な
説
明
が
掲
載
さ

れ
た
ペ
ー
ジ
に
移
動
す
る
。
そ
こ
で
は
、
選
択
し
た
世
界
遺
産
に
関
す
る
宗
教
学
的
な
見
地
に
基
づ
く
解
説
や
、
研
究
者
の
撮
影
し
た
現

地
の
写
真
を
参
照
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
と
同
様
の
地
図
が
よ
り
細
か
な
縮
尺
で
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

地
理
的
な
情
報
を
直
感
的
に
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
図
は
、Google

社
の
提
供
す
る
位
置
情
報
サ
ー
ビ
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宗教文化の学習におけるGPS利用教材の可能性と課題41

図１　

図２　
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ス
を
利
用
し
た
も
の
で
、
紙
ベ
ー
ス
の
地
図
と
は
異
な
り
、
ウ
ェ
ブ
上
で
縮
尺
を
自
由
に
変
え
る
こ
と
が
可
能
で
、
一
部
の
場
所
を
除
い

て
そ
の
地
域
の
航
空
写
真
を
見
る
こ
と
も
で
き
る
。「
⑤
映
画
と
宗
教
文
化
」
や
「
⑥
博
物
館
と
宗
教
文
化
」
に
関
し
て
も
、
各
デ
ー
タ

が
単
な
る
文
字
情
報
の
み
に
留
ま
ら
ず
、
地
図
と
連
携
し
て
配
さ
れ
て
い
る
所
に
、
項
目
の
羅
列
に
留
ま
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
の
違
い
が

あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

地
図
を
情
報
の
窓
口
に
利
用
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
は
多
い
。
例
え
ば
、
国
や
地
域
ご
と
の
宗
教
分
布
の
特
徴
を
押
さ
え
た

い
場
合
や
、
宗
教
の
伝
播
の
あ
り
方
を
歴
史
的
に
追
う
場
合
、
宗
教
の
教
義
と
気
候
や
地
理
的
条
件
と
の
関
係
な
ど
を
学
び
た
い
場
合
な

ど
に
は
、こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
非
常
に
有
効
だ
ろ
う
。
ま
た
、そ
も
そ
も
宗
教
に
な
じ
み
の
な
い
学
習
者
に
、宗
教
が
「
観
念
」
や
「
思

想
」
上
の
み
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、「
現
実
世
界
」
に
根
付
い
て
い
る
こ
と
を
直
感
的
に
教
え
て
く
れ
る
良
い
教
材
と
な
る
だ
ろ
う
。

Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
の
提
供
す
る
教
材
は
、
文
字
通
り
の
「
生
き
生
き
と
し
た
」
知
識
の
提
供
を
可
能
に
す
る
も
の
と
評
価
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
マ
ッ
プ
上
の
任
意
の
座
標
に
デ
ー
タ
を
入
力
し
、
表
示
す
る
形
式
を
取
っ
て
お
り
、
厳
密
に
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ

マ
ッ
ピ
ン
グ
技
術
を
用
い
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
な
い
。た
だ
、上
述
の
よ
う
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
マ
ッ
ピ
ン
グ
が
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
を
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
使
用
し
て
お
り
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
マ
ッ
ピ
ン
グ
技
術
を
導
入
す
る
こ
と
や
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
マ
ッ
ピ
ン
グ
技
術
を
利
用

し
た
既
存
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
現
在
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
で
は
、そ
う
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
利
点
を
活
か
し
、

國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
日
本
文
化
研
究
所
と
連
携
し
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
マ
ッ
ピ
ン
グ
技
術
を
応
用
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
教
材
開
発
に
活
用
す
る
試
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

教
材
の
公
開
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
社
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
に
提
供
す
る
無
料
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
「
ロ
ケ
ス
マ
」
で
あ
る
。
ロ
ケ
ス
マ
は
、
用
意
さ
れ
た
任
意
の
場
所
を
地
図
上
に
表
示
す
る
こ
と
の
で
き
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、

同
社
に
よ
れ
ば
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
、
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
、
日
帰
り
温
泉
な
ど
の
「
行
き
た
い
ト
コ
が
ス
グ
見
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つ
か
る
！
」、「
場
所
探
し
の
決
定
版
ア
プ
リ
」
で
あ
る
と
い
う）

12
（

。
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
開
く
と
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
り
自
分
の
現
在
地
が
地

図
上
に
表
示
さ
れ
る
が
、同
時
に
探
し
た
い
施
設
を
指
定
す
る
こ
と
で
自
分
の
周
辺
に
あ
る
施
設
を
地
図
上
に
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
を
利
用
し
利
用
者
は
、カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
と
同
様
に
、ロ
ケ
ス
マ
の
画
面
を
み
な
が
ら
、最
寄
り
の
施
設
や
気
に
な
っ

た
場
所
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
社
は
、企
業
の
店
舗
検
索
を
容
易
に
す
る
た
め
の
新
た
な
販
促
ツ
ー
ル
と
し
て
、ロ
ケ
ス
マ
の
活
用
を
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
上
で
呼
び
か
け
て
い
る
が
、
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
学
術
／
教
育
の
分
野
で
応
用
し
、
前
述
の
「
④
世
界
遺
産
と
宗
教

文
化
」
な
ら
び
に
「
⑥
博
物
館
と
宗
教
文
化
」
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
ロ
ケ
ス
マ
上
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る
仕
組
み
を
整
え
て

い
る
。
ロ
ケ
ス
マ
を
利
用
し
て
い
る
ユ
ー
ザ
が
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
で
、「
世
界
遺
産
と
宗
教
文
化
」
や
「
博
物
館
と
宗
教
文
化
」
を

選
択
し
た
場
合
、
自
身
の
周
囲
に
あ
る
宗
教
文
化
に
関
わ
る
世
界
遺
産
や
、
博
物
館
が
表
示
さ
れ
る
仕
組
み
で
あ
る
。

　

先
述
の
よ
う
に
、
ロ
ケ
ス
マ
の
活
用
は
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
単
体
で
は
な
く
國
學
院
大
學
と
の
共
同
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、
同
大
学
の
「
國
學
院

大
學
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム）

13
（

」
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
連
携
し
た
「
全
国
神
社
」
や
「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」
な
ど
の
四
種

デ
ー
タ
も
、
す
で
に
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
で
公
開
・
発
信
さ
れ
て
い
る）

14
（

。

　

総
務
省
が
公
表
し
た
「
平
成
二
五
年
通
信
利
用
動
向
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
五
〇
代
以
下
の
年
代
に
お
い
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
用

率
の
伸
び
は
「
顕
著
」
で
あ
り
、
と
り
わ
け
二
〇
代
、
三
〇
代
に
お
い
て
は
情
報
収
集
端
末
と
し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
用
率
が
自
宅

Ｐ
Ｃ
の
利
用
率
を
上
回
っ
て
い
る）

15
（

。
さ
ら
に
、「
ロ
ケ
ス
マ
」
は
各
種
メ
デ
ィ
ア
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
月
間
の
マ
ッ
プ
・
ア
ク
セ
ス
が

百
万
件
を
超
え
る
人
気
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。こ
う
し
た
諸
点
を
考
慮
す
れ
ば
、ウ
ェ
ブ
上
で
公
開
し
て
い
た
既
存
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
人
気
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
連
動
さ
せ
た
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
と
國
學
院
大
學
の
試
み
は
、
と
り
わ
け
若
い
世
代
が

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
ア
ク
セ
ス
す
る
際
の
「
敷
居
を
下
げ
る
」
取
り
組
み
と
し
て
評
価
で
き
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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三
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
マ
ッ
ピ
ン
グ
技
術
の
応
用
例
に
見
る
技
術
活
用
の
利
点

　

前
節
に
お
い
て
確
認
し
た
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
や
國
學
院
大
學
の
取
り
組
み
は
、「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
自
体
」
に
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
マ
ッ
ピ
ン
グ
技
術
が
組

み
込
ま
れ
て
お
ら
ず
、
外
部
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
Ｇ
Ｐ
Ｓ
技
術
を
活
用
し
た
例
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
こ
こ
か
ら
は
、
宗
教

研
究
の
領
域
に
か
ぎ
ら
ず
に
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
マ
ッ
ピ
ン
グ
技
術
を
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
自
体
」
に
用
い
た
例
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
本
作
業
を

通
じ
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
マ
ッ
ピ
ン
グ
技
術
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
活
用
す
る
際
の
メ
リ
ッ
ト
を
探
っ
て
み
よ
う
。

　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
マ
ッ
ピ
ン
グ
技
術
を
応
用
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
例
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
・
領
域
に
お
い
て
、
い
く
つ
か
前
例
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
中
で
も
、国
内
で
公
開
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
規
模
が
大
き
く
、か
つ
公
共
性
の
高
い
も
の
の
一
つ
と
し
て
、「
い

き
も
の
ロ
グ）

16
（

」
が
あ
る
（
図
３
）。
い
き
も
の
ロ
グ
は
、環
境
省
の
自
然
環
境
局
・
生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー
が
運
用
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
、

日
本
に
生
息
す
る
「
い
き
も
の
」
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
登
録
さ
れ
て
い
る）

17
（

。

　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
、
生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
た
調
査
成
果
の
ほ
か
、
行
政
機
関
や
研
究
機
関
の
調
査
結
果
が
収
め
ら
れ
て

い
る
が
、
専
門
家
の
み
な
ら
ず
ユ
ー
ザ
登
録
し
た
一
般
人
も
デ
ー
タ
を
登
録
で
き
る
点
が
、
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
大
き
な
特
徴
と
な
っ

て
い
る
。
い
き
も
の
ロ
グ
に
よ
る
説
明
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

　
　

 　

い
き
も
の
ロ
グ
は
、
全
国
の
生
物
情
報
を
一
元
的
に
収
集
・
提
供
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。
環
境
省
を
は
じ

め
と
す
る
国
の
機
関
、
地
方
公
共
団
体
、
専
門
家
、
市
民
な
ど
、
生
き
も
の
に
つ
い
て
知
り
た
い
人
は
、
だ
れ
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

ユ
ー
ザ
登
録
を
す
れ
ば
、
調
査
・
観
察
の
記
録
を
管
理
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
も
使
え
ま
す
。
他
の
ユ
ー
ザ
と
記
録
を
共
有
し
て
い
く

こ
と
で
、
全
国
の
生
き
も
の
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
団
体
を
登
録
す
れ
ば
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
調
査
を
立
ち
上
げ
て
、
団
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体
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
報
告
を
ま
と
め
る
こ

と
も
可
能
で
す
。
み
ん
な
の
生
き
も
の
情

報
を
重
ね
あ
わ
せ
て
、
日
本
の
「
生
き
も

の
地
図
」
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か）

18
（

。

　

い
き
も
の
ロ
グ
に
は
、
専
用
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
用
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
情
報
投

稿
フ
ォ
ー
ム
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
自
身
が
発

見
し
た
生
物
の
位
置
情
報
を
写
真
と
と
も
に
利

用
者
が
投
稿
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
投
稿
さ
れ

た
デ
ー
タ
数
は
現
在
、
四
百
万
件
を
超
え
て
お

り
、
環
境
省
は
こ
の
い
き
も
の
ロ
グ
を
「
我
が

国
の
生
物
多
様
性
保
全
の
た
め
、
国
土
全
体
の

生
物
多
様
性
デ
ー
タ
を
総
合
的
一
元
的
に
共
有

化
し
管
理
す
る
」
た
め
の
「
基
幹
的
な
シ
ス
テ

ム
」
と
し
て
運
用
し
た
い
と
し
て
、
継
続
的
な

情
報
提
供
を
呼
び
か
け
て
い
る）

19
（

。
専
門
家
の
手

に
拠
ら
な
い
報
告
も
、
重
要
な
デ
ー
タ
と
見
な

図３
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さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
一
般
参
加
型
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
例
は
生
き
も
の
ロ
グ
の
み
に
留
ま
ら
な
い
。
米

国
の
コ
ー
ネ
ル
大
学
鳥
類
学
研
究
所Cornell Lab of 

O
rnithology

が
運
営
す
る
世
界
最
大
の
野
鳥
記
録
デ
ー

タ
ベ
ー
スeBird

の
例
を
み
て
み
よ
う）

20
（

。

　

eBird

は
二
〇
〇
三
年
に
稼
働
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

で
、
い
き
も
の
ロ
グ
と
同
様
、
一
般
人
で
も
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
利

用
し
て
、
発
見
し
た
鳥
の
位
置
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
上

に
投
稿
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
４
）。BirdsEye

と
い

う
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
世
界
中
の
ど
こ
か
ら
で
も
デ
ー
タ
の
投
稿
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
上
で
分
析
さ

れ
て
お
り
、
分
析
結
果
を
マ
ッ
プ
上
で
確
認
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
二
〇
一
三

年
に
は
利
用
者
が
一
五
万
人
に
達
し
、
の
べ
一
四
〇
万
地

点
の
デ
ー
タ
が
集
め
ら
れ
て
い
る）

21
（

。eBird

は
、
生
き
も

の
ロ
グ
と
同
様
に
専
門
家
の
み
な
ら
ず
、
一
般
人
か
ら
の

図４
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投
稿
も
デ
ー
タ
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
で
、
膨
大
な
量
の
デ
ー
タ
収
集
に
成
功
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

で
は
な
ぜ
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
一
般
人
か
ら
の
投
稿
を
、
専
門
家
か
ら
の
投
稿
と
同
様
に
デ
ー
タ
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
通
常
、
一
般
参
加
型
の
調
査
で
は
情
報
の
質
が
問
題
と
な
る
場
合
が
多
い
が
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
用
い
た
場
合
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ

で
取
得
さ
れ
る
位
置
情
報
に
は
シ
ス
テ
ム
に
由
来
す
る
誤
差
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
調
査
者
の
能
力
や
環
境
に
左
右
さ
れ
ず
一
定
の
精

度
を
保
っ
た
情
報
を
得
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
用
い
て
取
得
で
き
る
情
報
は
、
端
末
の
「
現
在
地
」
す
な
わ
ち
時
間
・
緯
度
・

経
度
で
あ
り
、土
地
勘
の
な
い
場
所
や
地
図
上
に
道
が
な
い
場
所
で
も
同
様
に
利
用
で
き
る
た
め
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
用
い
た
調
査
で
は
、「
誰
が
」、

「
ど
こ
に
い
た
と
し
て
も
」
一
定
の
質
が
担
保
さ
れ
た
情
報
の
収
集
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
特
徴
は
、
情
報
の
質
と
量
が
ま
さ
に
「
要
」

と
な
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
非
常
に
相
性
が
良
い
。
不
特
定
多
数
の
調
査
者
か
ら
信
頼
性
の
高
い
デ
ー
タ
が
収
集
で
き
る
こ
と
、
こ
の
点
は

Ｇ
Ｐ
Ｓ
マ
ッ
ピ
ン
グ
技
術
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
に
利
用
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
が
普
及
し
て
い
る
現
在
で
は
、
情
報
投
稿
の
た
め
の
窓
口
さ
え
開
設
す
れ
ば
、
一
般
人
が
何
気
な
い
日
常
生

活
の
な
か
で
調
査
に
参
加
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
研
究
者
の
み
で
は
集
め
き
れ
な
い
大
量
の
情
報
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
専
門
家
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
分
野
に
関
わ
ら
な
い
人
間
に
も
投
稿
で
き
る
オ
ー
プ
ン
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る
こ
と
で

得
ら
れ
る
副
次
的
な
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
デ
ー
タ
提
供
者
に
対
し
、
一
種
の
「
啓
発
効
果
」
や
「
教
育
効
果
」
が
期
待
で
き
る

点
で
あ
る
。
例
え
ば
環
境
省
は
、
い
き
も
の
ロ
グ
に
デ
ー
タ
の
投
稿
・
検
索
機
能
に
加
え
、
学
習
・
交
流
機
能
を
実
装
し
て
い
る
。
い
き

も
の
ロ
グ
で
は
、「
種
名
調
べ
支
援
依
頼
」
を
サ
イ
ト
上
に
投
稿
す
る
機
能
が
あ
り
、
こ
れ
は
、
種
名
の
分
か
ら
な
い
生
物
の
写
真
と
位

置
情
報
を
サ
イ
ト
上
で
提
示
し
、
支
援
依
頼
を
す
る
と
そ
れ
を
見
た
他
の
利
用
者
や
専
門
家
か
ら
回
答
が
得
ら
れ
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム

だ）
22
（

。
い
き
も
の
ロ
グ
は
、
こ
う
し
た
専
門
家
や
利
用
者
同
士
の
相
互
支
援
機
能
を
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
む
こ
と
で
、
日
本
の
生
物
や
そ
の

多
様
性
に
関
心
を
持
つ
一
般
市
民
が
、
学
習
、
投
稿
を
行
い
や
す
い
仕
組
み
を
整
え
て
い
る
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
「
教
材
」
と
い
う
性
質
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を
期
待
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
点
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　

以
上
、
本
節
で
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
マ
ッ
ピ
ン
グ
技
術
を
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
み
、
す
で
に
運
用
を
行
っ
て
い
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
例
を
確
認
し

て
き
た
。そ
こ
か
ら
看
取
さ
れ
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ
マ
ッ
ピ
ン
グ
技
術
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
利
用
す
る
際
の
メ
リ
ッ
ト
は
、（
１
）信
頼
性
の
高
い
デ
ー

タ
（
位
置
情
報
）
が
効
率
よ
く
大
量
に
集
め
ら
れ
る
点
、（
２
）
Ｇ
Ｐ
Ｓ
技
術
を
デ
ー
タ
の
収
集
に
利
用
し
た
場
合
、
デ
ー
タ
の
投
稿
に

は
専
門
家
以
外
が
関
わ
る
こ
と
も
可
能
で
、
デ
ー
タ
投
稿
者
に
は
一
定
の
学
習
・
啓
発
効
果
が
期
待
で
き
る
点
で
あ
る
。
以
上
の
二
点
を

考
慮
す
る
と
、
宗
教
研
究
の
分
野
で
も
、「
量
的
調
査
」
を
行
う
場
合
な
ど
に
お
い
て
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
利
用
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
は
大
変
有
用
な
ツ
ー
ル
と
な
り
得
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
デ
ー
タ
収
集
の
際
に
、
学
生
な
ど
の
専
門
家
以
外
の
人
間
か
ら
も
デ
ー
タ
を
収

集
す
る
こ
と
で
、
デ
ー
タ
の
量
を
増
や
し
つ
つ
、
一
定
の
学
習
効
果
も
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

四
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
マ
ッ
ピ
ン
グ
技
術
を
応
用
す
る
際
の
課
題

①　

宗
教
文
化
の
「
輪
郭
」
に
関
わ
る
問
題

　

た
だ
、
収
集
す
る
デ
ー
タ
が
こ
と
「
宗
教
」
に
関
連
す
る
事
象
と
な
る
と
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
オ
ー
プ
ン
化
に
は
一
定
の
困
難
さ
が
伴

う
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
前
節
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
紹
介
で
、
す
で
に
や
や
訝
し
く
感
じ
ら
れ
た
向
き
も
あ
ろ
う
こ
と
と
思
う
が
、
本
稿
が
こ

こ
ま
で
に
参
照
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
生
物
の
生
態
の
分
布
や
行
動
状
況
に
関
連
す
る
も
の
に
限
ら
れ
て
お
り
、
宗
教
文
化
に
関
わ
る

デ
ー
タ
と
は
そ
の
デ
ー
タ
の
性
質
を
異
に
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
紹
介
し
て
き
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
れ
ば
、「
い
き
も
の
」
な
ら
「
い
き
も
の
」、「
鳥
」
な
ら
「
鳥
」
と
デ
ー
タ
の
収
集
対

象
を
大
き
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
設
定
し
て
も
、
専
門
家
で
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
（
例
外
は
あ
る
の
だ
ろ
う
が
）
対
象
が
は
っ
き
り
と
認
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識
で
き
る
も
の
で
あ
る
の
に
比
べ
、「
宗
教
」
は
極
め
て
曖
昧
な
対
象
で
あ
る
と
い
え
る
。「
ど
の
よ
う
な
現
象
を
宗
教
と
呼
ぶ
の
か
」
と

い
っ
た
一
般
的
な
問
い
に
対
し
て
、
誰
も
が
納
得
す
る
回
答
が
準
備
で
き
な
い
よ
う
に）

23
（

、「
宗
教
」
や
「
宗
教
文
化
」
な
ど
の
大
き
な
カ

テ
ゴ
リ
ー
で
一
般
人
か
ら
も
投
稿
を
募
っ
た
場
合
、
デ
ー
タ
に
相
当
な
幅
が
出
る
こ
と
は
予
想
に
難
く
な
い
。
宗
教
や
宗
教
文
化
を
対
象

と
す
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
利
用
型
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
を
目
指
す
場
合
、
デ
ー
タ
収
集
の
対
象
設
定
の
仕
方
が
ま
ず
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。
こ
こ

で
は
、
実
際
に
宗
教
関
係
の
事
物
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
マ
ッ
ピ
ン
グ
技
術
を
用
い
た
例
を
参
考
に
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
時
の
デ
ー
タ
収
集
対
象
の

設
定
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

　

こ
こ
で
参
考
に
し
た
い
の
は
、
情
報
処
理
学
会
に
お
け
る
近
藤
無
滴
ら
に
よ
る
報
告
で
あ
る
。
近
藤
ら
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
マ
ッ
ピ
ン
グ
技
術

を
用
い
て
、
京
都
市
全
域
に
お
け
る
「
地
蔵
」
と
「
地
蔵
盆
」
の
現
状
と
変
化
を
分
析
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
の
作
成
と
、
そ
の
デ
ー
タ
の

整
理
・
公
開
の
手
法
に
つ
い
て
研
究
を
行
い
、
レ
ポ
ー
ト
を
執
筆
し
て
い
る）

24
（

。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
地
蔵
盆
と
は
町
を
中
心
と

す
る
地
域
の
住
民
に
よ
る
「
地
蔵
」
を
祀
る
法
会
で
あ
り
、
と
り
わ
け
関
西
に
お
い
て
児
童
の
祭
事
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、京
都
で
は
現
在
、土
木
工
事
や
家
の
立
て
替
え
工
事
に
よ
り
撤
去
さ
れ
る
地
蔵
が
増
え
て
お
り
、地
蔵
盆
を
行
わ
な
く
な
っ

た
地
域
も
存
在
し
て
い
る
。
京
都
に
お
け
る
地
蔵
や
地
蔵
盆
の
現
状
記
録
と
分
析
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
い
う）

25
（

。

　

近
藤
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
地
蔵
や
地
蔵
盆
に
関
す
る
調
査
・
研
究
が
「
学
区
ご
と
」
な
ど
地
域
を
細
か
く
設
定
し
て
行
わ
れ
て
い
る
点

や
、
過
去
の
研
究
に
お
い
て
「
地
区
ご
と
の
傾
向
を
比
較
す
る
必
要
性
」
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
点
を
指
摘
し
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
提
供
す
る
「
時

空
間
情
報
」（
近
藤
ら
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
提
供
す
る
現
在
地
情
報
を
時
空
間
情
報
と
呼
ぶ
）
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
従
来
よ
り
も
広
い
範
囲
か

ら
情
報
を
集
め
、
地
区
ご
と
の
傾
向
性
の
比
較
を
試
み
た
。
具
体
的
に
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
用
い
、「
京
都
市
全
体
」
の
地
蔵
盆

に
関
す
る
現
状
調
査
を
行
い
、
地
域
ご
と
の
傾
向
や
「
京
都
市
」
と
い
う
広
い
ま
と
ま
り
の
傾
向
把
握
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
結
果
、

彼
ら
の
調
査
で
は
、
世
帯
数
や
人
口
の
増
減
と
地
蔵
盆
の
実
施
に
有
意
な
関
連
性
が
見
い
だ
せ
な
い
点
や
、
少
子
化
の
度
合
い
と
地
蔵
盆
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の
減
少
に
も
有
意
な
関
連
性
が
見
い
だ
せ
な
い
点
が
報
告
さ
れ
る
な
ど
、
新
た
に
明
ら
か
に
な
っ
た
知
見
も
多
い
。

　

一
方
で
、
彼
ら
の
調
査
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
も
あ
る
。
ま
ず
、
彼
ら
は
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
で
の
調
査
の
限
界
に
つ
い
て
強

く
自
覚
し
て
お
り
、
デ
ー
タ
の
絶
対
量
を
増
や
す
た
め
に
も
、「
時
空
間
情
報
を
長
期
的
に
記
録
す
る
」
必
要
が
あ
る
こ
と
や
、
第
三
者

も
デ
ー
タ
を
投
稿
で
き
る
「
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
」
と
し
て
調
査
デ
ー
タ
を
運
用
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を
強
調
す
る
。
そ
し
て
、
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
化
を
進
め
る
上
で
、
今
後
ま
ず
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
と
し
て
、「
地
蔵
」
定
義
の
精
緻
化
を
掲
げ
る
。
地
蔵
盆
に

お
い
て
祀
ら
れ
る
の
は
本
来
「
地
蔵
菩
薩
」
で
あ
る
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
地
蔵
盆
に
「
大
日
如
来
」
や
「
掛
け
軸
」
を
祀
っ
て
い
る
例

が
少
数
存
在
し
て
お
り
、
統
一
的
な
デ
ー
タ
を
作
成
す
る
上
で
「
地
蔵
」
定
義
を
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
い
う
の
だ
。

ま
た
、
デ
ー
タ
の
オ
ー
プ
ン
化
を
目
指
す
場
合
、
い
わ
ゆ
る
「
お
地
蔵
さ
ん
」
イ
メ
ー
ジ
に
市
内
地
域
ご
と
や
京
都
の
内
外
に
お
い
て
差

が
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
オ
ー
プ
ン
な
デ
ー
タ
の
入
力
が
あ
る
種
の
混
乱
を
招
く
可
能
性
も
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

　

近
藤
ら
の
研
究
は
、
宗
教
学
や
民
俗
学
に
お
い
て
す
で
に
厚
い
先
行
研
究
が
あ
り
、「
マ
ッ
ピ
ン
グ
す
る
こ
と
自
体
」
に
は
さ
ほ
ど
目

新
し
さ
が
な
い
「
地
蔵
」
な
ど
の
対
象
で
あ
っ
て
も
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
マ
ッ
ピ
ン
グ
技
術
を
利
用
し
デ
ー
タ
の
収
集
を
行
っ
た
場
合
、
デ
ー
タ
の

「
収
集
範
囲
」
や
「
定
数
的
な
優
位
性
」
に
よ
っ
て
新
た
な
発
見
や
分
析
の
可
能
性
が
開
き
う
る
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
、
正
確

な
位
置
情
報
を
大
量
に
入
手
で
き
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
マ
ッ
ピ
ン
グ
技
術
の
メ
リ
ッ
ト
が
宗
教
に
関
連
す
る
分
野
に
も
応
用
で
き
る
こ
と
が
端
的
に

示
さ
れ
た
好
例
で
あ
る
。
だ
が
他
方
で
、
彼
ら
の
研
究
は
、
宗
教
関
連
の
事
物
を
デ
ー
タ
収
集
の
対
象
と
し
て
設
定
し
た
場
合
の
「
カ
テ

ゴ
リ
ー
の
絞
り
込
み
」
の
困
難
さ
も
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。「
地
蔵
」
と
い
う
よ
う
な
専
門
家
以
外
で
は
そ
れ
以
上
に
細
分
化
す

る
こ
と
が
難
し
い
よ
う
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
初
め
か
ら
設
定
し
て
い
た
場
合
に
お
い
て
も
、
デ
ー
タ
の
揺
れ
が
禁
じ
得
な
い
と
い
う
点
が
明

ら
か
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
結
果
を
踏
ま
え
、
近
藤
ら
は
収
集
デ
ー
タ
の
精
度
の
向
上
を
今
後
、「
地
蔵
」
定
義
の
精
緻
化

と
い
う
形
で
果
た
し
た
い
と
す
る
が
、
オ
ー
プ
ン
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
を
主
眼
と
し
た
場
合
、
そ
の
議
論
に
筆
者
は
あ
ま
り
賛
成
で
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き
な
い
。

　

そ
の
理
由
は
、
デ
ー
タ
収
集
の
際
、
専
門
家
が
そ
の
知
見
を
活
か
し
、
デ
ー
タ
の
揺
れ
が
生
じ
な
い
ほ
ど
厳
密
に
細
分
化
し
た
カ
テ
ゴ

リ
ー
を
初
め
か
ら
設
定
し
た
場
合
、
む
し
ろ
デ
ー
タ
の
質
や
量
を
損
な
う
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
般
参
加
型
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に

お
い
て
、
専
門
家
に
し
か
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
細
分
化
は
、
専
門
家
以
外
の
投
稿
の
ハ
ー
ド
ル
を
上
げ
、
参
加
の
障
害
に

な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
デ
ー
タ
量
の
充
実
を
狙
っ
た
場
合
、「
誰
も
が
気
軽
に
デ
ー
タ
を
投
稿
で
き
る
」
こ
と
が
、
非
常
に
重
要
な

の
だ
。
さ
ら
に
、「
既
存
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
で
現
実
を
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
し
よ
う
と
し
た
場
合
、
机
上
で
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
例
外
＝
信

仰
の
現
場
の
実
情
を
捨
象
し
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。「
生
き
ら
れ
た
信
仰）

26
（

」
や
、
宗
教
の
「
ハ
イ
パ
ー
化）

27
（

」
な
ど
、
現
代

の
宗
教
の
あ
り
よ
う
を
読
み
解
く
上
で
有
効
だ
と
思
わ
れ
る
い
く
つ
か
の
キ
ー
概
念
を
参
照
し
て
も
わ
か
る
通
り
、
現
代
社
会
に
お
い
て

宗
教
文
化
の
多
様
性
や
流
動
性
は
ま
す
ま
す
増
加
し
て
お
り
、
従
来
的
な
宗
教
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
す
り
抜
け
る
信
仰
の
あ
り
よ
う
も
多

数
報
告
さ
れ
て
い
る
。「
デ
ー
タ
の
揺
れ
」
が
、
宗
教
的
な
事
物
の
「
輪
郭
」
を
可
視
化
す
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
を
念
頭
に
お
く
と
、む
し
ろ
宗
教
文
化
に
関
連
す
る
事
象
を
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
際
に
運
用
側
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、

「
地
蔵
の
定
義
」
の
精
密
化
の
よ
う
な
デ
ー
タ
の
入
口
を
限
定
す
る
作
業
で
は
な
く
、
情
報
の
揺
れ
や
雑
多
性
を
引
き
受
け
た
う
え
で
、

揺
れ
る
デ
ー
タ
間
に
い
か
に
文
脈
を
つ
け
現
実
を
読
み
取
っ
て
い
く
か
、
と
い
う
作
業
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
集
め
る
デ
ー
タ
に
つ
い
て

の
条
件
付
け
を
綿
密
に
議
論
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
デ
ー
タ
募
集
の
窓
口
自
体
は
広
く
構
え
、
専
門
家
は
デ
ー
タ
の
収
集
で
は
な
く
分
析

や
整
理
に
注
力
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
マ
ッ
ピ
ン
グ
技
術
を
宗
教
分
野
に
応
用
す
る
上
で
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
と
な

る
だ
ろ
う
。
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
や
國
學
院
大
學
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
運
用
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
教
材
は
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
専
門

家
が
収
集
し
た
デ
ー
タ
に
専
門
家
が
解
説
を
加
え
る
と
い
う
形
で
設
計
・
公
開
さ
れ
て
お
り
、「
信
頼
性
」
や
「
専
門
性
」
の
高
い
情
報

を
提
供
す
る
と
い
う
点
で
は
、
優
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
他
方
で
、
述
べ
て
き
た
よ
う
に
デ
ー
タ
を
精
選
し
「
専
門
性
」
や
「
信
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頼
性
」
の
向
上
を
目
指
す
こ
と
、
す
な
わ
ち
デ
ー
タ
の
入
口
を
限
定
す
る
と
い
う
ベ
ク
ト
ル
は
、
宗
教
研
究
の
分
野
に
お
い
て
は
、
と
も

す
れ
ば
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
オ
ー
プ
ン
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
減
じ
か
ね
な
い
側
面
が
あ
る
。
で
は
、
専
門
的
で
信
頼
性
の
高
い
既
存
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
維
持
し
つ
つ
、
オ
ー
プ
ン
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
運
用
す
る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

あ
く
ま
で
も
試
論
的
な
提
言
に
留
ま
る
が
、
オ
ー
プ
ン
化
さ
れ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
を
目
指
す
際
は
、
専
門
性
の
高
い
情
報
を
提
供

す
る
現
在
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
運
用
体
制
と
は
別
に
、
オ
ー
プ
ン
に
収
集
し
た

0

0

0

0

デ
ー
タ
の
タ
グ
付
け
や
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
な
ど
の
「
事
後
的

な
整
理
」
に
専
門
家
が
関
わ
る
運
用
体
制
を
新
た
に
構
築
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
従
来
の
体
制
を
維
持
し
つ
つ
デ
ー
タ

の
「
数
量
」
と
「
揺
れ
」
に
対
応
で
き
る
運
用
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
今
後
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
オ
ー
プ
ン
化
を
目
指
す
場
合
、

取
り
組
ま
れ
る
べ
き
第
一
の
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

②　

宗
教
に
お
け
る
位
置
情
報
の
意
味
と
秘
匿
性

　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
マ
ッ
ピ
ン
グ
技
術
を
宗
教
文
化
に
関
わ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
応
用
す
る
上
で
も
う
一
点
、
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
リ
テ
ラ
シ
ー
」
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
野
生
の
動
植
物
を
対
象
と
し
た
調
査
と
違
っ
て
、
人
間
の
営
み
で
あ
る

宗
教
に
ま
つ
わ
る
事
物
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
以
上
、
一
般
的
な
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
は
当
然
と
し
て
も
、
そ
れ

以
上
に
気
を
配
る
べ
き
何
ら
か
の
リ
テ
ラ
シ
ー
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
が
取
得
す
る
位
置
情
報
が
、

あ
る
宗
教
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
場
合
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

図
５
は
、
二
〇
〇
四
年
に
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
の
一
部
と
し
て
登
録
さ
れ
た
大
峯
奥
駈
道
を
Ｇ
Ｐ
Ｓ
マ
ッ
ピ
ン
グ
で
図
示

し
た
も
の
で
、
ウ
ェ
ブ
上
の
マ
ッ
プ
サ
イ
ト
が
公
開
し
て
い
る
も
の
の
キ
ャ
プ
チ
ャ
で
あ
る）

28
（

。

　

地
図
上
に
線
で
示
さ
れ
た
大
峯
奥
駈
道
の
上
に
ピ
ン
が
打
た
れ
て
お
り
、
代
表
的
な
山
や
ポ
イ
ン
ト
ご
と
の
寺
院
、
旧
跡
な
ど
の
場
所
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が
示
さ
れ
て
い
る
。
ピ
ン
を
選
択
す
る
と
そ
の
場
所
の
写
真
が

表
示
さ
れ
、場
所
の
説
明
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
世
界
遺
産
・

大
峯
奥
駈
道
の
情
報
を
視
覚
的
に
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
の

で
き
る
便
利
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

大
峯
奥
駈
道
は
世
界
遺
産
で
あ
る
と
同
時
に
現
在
で
も
修
験

道
の
修
行
道
場
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

が
、
大
峯
奥
駈
道
に
は
近
世
後
期
以
来
、
七
十
五
靡な

び
き

と
総
称

さ
れ
る
七
五
箇
所
の
霊
地
が
存
在
し
て
お
り
、
例
え
ば
Ｇ
Ｐ
Ｓ

マ
ッ
ピ
ン
グ
技
術
を
用
い
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
靡
の
正
確
な
場

所
や
、
年
ご
と
の
修
験
者
の
移
動
経
路
の
異
同
に
つ
い
て
の
正

確
な
情
報
を
持
っ
た
マ
ッ
プ
型
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も
作
成
可
能
で

あ
る
。
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
と
先
行
研
究
を
照
合
す
れ
ば
、
修
行

の
実
相
や
変
化
を
視
覚
的
に
知
り
う
る
、
大
変
有
益
な
資
料
・

教
材
と
な
る
だ
ろ
う）

29
（

。

　

し
か
し
、
現
実
的
に
は
こ
の
地
域
を
対
象
に
、
行
場
の
正
確

な
位
置
情
報
や
写
真
を
加
え
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
マ
ッ
プ
を
構
築

し
、
公
開
す
る
こ
と
は
、
行
者
た
ち
か
ら
の
反
発
を
招
く
可
能

性
が
あ
る
。
独
断
で
公
開
を
行
っ
た
場
合
、
場
合
に
よ
っ
て
は

図５
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行
者
た
ち
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
者
の
軋
轢
さ
え
生
み
か
ね
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

と
い
う
の
も
、
修
験
道
の
行
者
達
に
と
っ
て
、「
行
場
の
位
置
情
報
」
は
伝
統
的
に
先
達
が
管
理
す
る
極
め
て
秘
匿
性
の
高
い
情
報
だ

か
ら
で
あ
る
。「
不
立
文
字
」
と
い
う
言
葉
に
も
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
修
験
道
の
修
行
は
文
字
で
は
無
く
、
先
達
か
ら
の
口
伝
や
、
修

行
の
階
梯
の
中
で
身
に
染
み
こ
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
受
け
つ
が
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
、
行
場
の
位
置
や
行
法
な
ど
は
本
来
、
広
く
一
般

の
目
に
触
れ
る
範
囲
で
公
開
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
修
験
道
の
行
者
が
行
場
の
位
置
の
秘
匿
性
を

重
視
す
る
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
世
界
遺
産
化
に
伴
っ
て
進
め
ら
れ
た
大
峯
奥
駈
道
の
看
板
を
め
ぐ
る
行
政
側
と
行
者
側
の
対

立
が
あ
る
。
あ
る
先
達
の
語
り
に
よ
れ
ば
、
世
界
遺
産
化
当
初
、
行
政
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の
行
場
に
そ
こ
が
行
場
で
あ
る
旨
を
示
す
看

板
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
行
政
の
動
き
に
対
し
行
者
側
は
反
発
し
、看
板
撤
去
の
申
し
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。
結
果
、

一
部
の
行
場
に
立
っ
て
い
た
看
板
は
撤
去
さ
れ
た
い
う）

30
（

。
大
峯
奥
駈
道
に
お
け
る
行
場
の
位
置
情
報
は
一
種
の
「
秘
匿
す
べ
き
も
の
」
と

し
て
、
か
よ
う
に
重
視
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

こ
の
事
例
が
示
唆
す
る
こ
と
は
、
宗
教
に
関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
に
は
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
に
加
え
、
宗
教
ご
と
に
異
な
る
教
え

や
タ
ブ
ー
な
ど
の
知
識
に
基
づ
い
た
「
宗
教
的
な
リ
テ
ラ
シ
ー
」
が
重
要
に
な
る
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
マ
ッ
ピ

ン
グ
技
術
を
用
い
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
運
用
す
る
場
合
、
デ
ー
タ
公
開
の
可
否
や
公
開
範
囲
を
決
め
る
上
で
、
デ
ー
タ
と
し
て
公
開
す
る

「
位
置
情
報
」
が
そ
れ
に
関
わ
る
宗
教
に
と
っ
て
ど
う
い
っ
た
意
味
を
持
つ
の
か
と
い
う
点
に
関
し
て
、
十
分
な
配
慮
が
な
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。
前
節
で
確
認
し
た
通
り
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
技
術
の
利
点
を
活
か
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
オ
ー
プ
ン
化
は
、
デ
ー
タ
の
「
数
量
」
を
集
め

る
と
い
う
点
で
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
す
た
め
に
は
、
デ
ー
タ
の
「
入
り
口
を
限
定
し
す

ぎ
な
い
」
こ
と
を
心
が
け
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
て
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
ど
こ
ま
で
公
開
す
る
の
か
／
公
開
で
き
る
の
か
、

と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
専
門
家
に
よ
る
フ
ィ
ル
タ
ー
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
専
門
家
に
は
「
宗
教
的
な
リ
テ
ラ
シ
ー
」
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を
十
分
に
涵
養
し
て
お
く
こ
と
や
、
宗
教
団
体
や
関
連
機
関
と
の
信
頼
・
協
力
関
係
、
事
前
の
協
議
な
ど
を
十
分
に
行
っ
て
お
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
幸
い
な
こ
と
に
、
こ
う
し
た
努
力
は
既
存
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
運
営
し
て
い
る
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
や
國
學
院
大
學
で
は
す
で
に
行

わ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
、
二
〇
一
三
年
に
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
が
主
催
し
、
科
学
研
究
費
基
盤
（
Ｂ
）「
宗
教
文
化
教
育
の
教

材
に
関
す
る
総
合
研
究
」
が
共
催
し
た
国
際
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
日
本
社
会
で
生
活
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
的
・
文
化
的
背
景
を
持

つ
人
々
の
「
戒
律
」
を
め
ぐ
る
諸
問
題
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
実
際
に
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
的
・
文
化
的
背
景
を
持
っ
た

人
々
が
登
壇
し
、
各
々
が
日
本
社
会
で
直
面
し
て
い
る
問
題
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
や
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た）

31
（

。
一
見
、
こ
う
し
た

取
り
組
み
は
直
接
的
に
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
教
材
と
結
び
つ
か
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
そ
の
実
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
運
用
側
に
求
め
ら

れ
る
「
宗
教
的
な
リ
テ
ラ
シ
ー
」
を
涵
養
し
、
宗
教
者
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
は
か
る
た
め
の
良
い
学
び
の
場
と
な
っ
て
い
る
。「
人

の
営
み
」
で
あ
る
宗
教
に
関
わ
る
物
事
を
量
的
な
デ
ー
タ
と
し
て
取
り
扱
う
に
あ
た
っ
て
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
へ
の
よ
り
一
層
の
注
力

が
今
後
望
ま
れ
る
と
い
え
よ
う
。

五
、
ま
と
め
に
か
え
て

　

以
上
、
本
論
で
は
こ
こ
ま
で
に
、
宗
教
文
化
に
関
わ
る
事
物
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
教
材
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
マ
ッ
ピ
ン
グ
技
術
を
援
用
し
た
場
合
に

得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
メ
リ
ッ
ト
と
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
マ
ッ
ピ
ン
グ
技
術
を
宗
教
文
化
に
関
わ
る
事
物
に
適
応
す
る
際
に
生
じ
る
と
考
え
ら
れ
る
一

定
の
困
難
さ
や
課
題
に
つ
い
て
、確
認
と
整
理
を
試
み
て
き
た
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
利
用
型
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、デ
ー
タ
の
投
稿
に
関
し
て
「
オ
ー

プ
ン
化
」
が
計
り
や
す
く
、
デ
ー
タ
量
に
関
し
て
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
得
や
す
い
。
一
方
で
、
宗
教
に
関
連
す
る
事
物
を
対
象
と
し
た
場

合
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
オ
ー
プ
ン
化
は
往
々
に
し
て
「
デ
ー
タ
の
揺
れ
」
を
引
き
起
こ
し
や
す
く
、
対
応
が
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

「
位
置
情
報
」
が
価
値
を
持
つ
宗
教
に
お
い
て
は
情
報
の
扱
い
に
十
分
な
配
慮
が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
点
を
指
摘
し
た
。
本
稿
で
行
っ
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た
予
備
的
考
察
に
つ
い
て
の
是
非
は
、
今
後
宗
教
分
野
に
お
い
て
Ｇ
Ｐ
Ｓ
マ
ッ
ピ
ン
グ
技
術
を
応
用
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
例
が
増

え
る
こ
と
を
待
つ
ほ
か
は
な
い
だ
ろ
う
。
教
材
開
発
が
一
層
盛
ん
に
な
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

　

最
後
に
、
蛇
足
で
は
あ
ろ
う
が
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
マ
ッ
ピ
ン
グ
技
術
の
「
限
界
」
に
つ
い
て
若
干
の
所
感
を
申
し
添
え
て
本
稿
を
閉
じ
た
い
。

筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
中
心
と
し
た
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
数
度
、
修
験
道
の
大
峯
奥
駈
修
行
に
も
同
行
さ
せ
て
頂

く
機
会
を
得
て
い
る
。
先
に
大
峯
奥
駈
道
が
マ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
た
ウ
ェ
ブ
画
像
を
紹
介
し
た
が
、
長
い
時
間
か
け
て
自
分
の
足
で
山
を
駈

け
、よ
う
や
く
見
る
こ
と
が
で
き
た
光
景
の
幾
つ
か
を
「
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
」
で
あ
ら
た
め
て
眺
め
た
時
の
感
想
は
、「
な
に
か
物
足
り
な
い
」

と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
マ
ッ
ピ
ン
グ
技
術
は
山
中
の
「
道
」
を
、
家
に
居
な
が
ら
に
し
て
見
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
が
、「
道
」

を
歩
く
人
間
の
苦
労
や
汗
、
思
い
な
ど
を
可
視
化
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
行
場
で
の
緊
張
感
や
、
身
体
的
な
苦
痛
、
臭
い
、
急
登

の
た
び
に
大
声
で
繰
り
返
す
「
散
華
散
華
六
根
清
浄
」
の
駈
け
念
仏
、
経
文
、
真
言
の
数
々
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
マ
ッ
プ
に
は
い
わ
ば
「
現
場
の
ア

ウ
ラ
」
が
凋
落
し
て
い
る
。

　

む
ろ
ん
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
が
提
示
す
る
の
は
現
在
地
情
報
に
限
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
以
外
の
情
報
を
提
供
し
な
い
こ
と
そ
れ
自
体
は
当
た
り
前

で
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
教
材
と
し
て
使
用
す
る
場
合
、
デ
ー
タ
を
説
明
す
る

側
に
立
つ
専
門
家
が
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
取
り
こ
ぼ
し
た
も
の
の
豊
か
さ
や
重
要
性
に
つ
い
て
自
覚
的
か
つ
雄
弁
で
あ
れ
る
か
否
か
は
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
利
用
者
の
学
習
経
験
に
と
っ
て
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
と
な
る
だ
ろ
う
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
技
術
の
応
用
は
わ
れ
わ
れ
に

一
定
の
メ
リ
ッ
ト
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
の
、
技
術
の
限
界
を
意
識
し
て
お
く
こ
と
も
重
要
な
の
だ
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
と
い
う

目
新
し
い
技
術
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
活
用
し
て
み
て
も
、
わ
れ
わ
れ
の
仕
事
の
根
本
が
様
変
わ
り
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
新
た

な
技
術
の
応
用
を
図
る
一
方
で
、
現
場
に
幾
度
と
な
く
足
を
運
ぶ
こ
と
、
そ
し
て
得
ら
れ
た
経
験
や
知
見
を
共
有
し
、
教
材
の
開
発
や
授

業
研
究
を
促
進
す
る
こ
と
、
こ
う
し
た
「
基
本
的
な
作
業
」
に
心
を
砕
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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註

（
１
）
国
土
交
通
省
の
デ
ー
タ
に
よ
る
。http://w

w
w
.m

lit.go.jp/road/IT
S/j-htm

l/pdf/vics/navi_vics.pdf

を
参
照
。

（
２
）二 

総
務
省
の「
平
成
二
五
年
通
信
利
用
動
向
調
査
」に
よ
れ
ば
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
世
帯
保
有
状
況
は
平
成
二
二
年
末
で
九
・
七
％

だ
っ
た
の
に
対
し
、
平
成
二
五
年
末
で
六
二
・
六
％
と
な
っ
て
お
り
、
他
の
通
信
機
器
に
比
べ
て
顕
著
な
伸
び
率
を
示
し
て
い
る
。

（
３
）
例
え
ば
、
宮
田
仁
・
石
上
三
雄
・
三
宮
真
智
子
・
松
下
絵
里
加
「
携
帯
ゲ
ー
ム
機
・
携
帯
電
話
・
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ロ
ガ
ー
を
活
用
し
た
草

花
Ｄ
Ｂ
付
き
草
花
同
定
・
観
察
マ
ッ
プ
作
成
支
援
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
評
価
」（『
日
本
教
育
工
学
会
論
文
誌
』
三
四
号
、
日
本
教
育
工

学
会
、
二
〇
一
〇
年
、
一
二
九―
一
三
二
頁
）
で
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
マ
ッ
ピ
ン
グ
技
術
を
使
っ
た
教
材
の
草
花
観
察
に
お
け
る
学
習
効
果
に

つ
い
て
、「
関
心
・
意
欲
」「
思
考
・
判
断
」「
技
能
・
表
現
」「
知
識
・
理
解
」
の
各
観
点
か
ら
一
定
の
有
効
性
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
。

（
４
）
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ａ
）「
大
学
に
お
け
る
宗
教
文
化
教
育
の
実
質
化
を
図
る
シ
ス
テ
ム
構
築
」（
研
究
代
表
：
星
野

英
紀
・
大
正
大
学
）
や
、
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
宗
教
文
化
教
育
の
教
材
に
関
す
る
総
合
研
究
」（
研
究
代
表
：
井
上

順
孝
・
國
學
院
大
學
）
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
宗
教
文
化
に
関
わ
る
教
材
開
発
や
授
業
研
究
へ
の
取
り
組
み
の
代
表
例
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

（
５
）『
日
本
経
済
新
聞
』
電
子
版
、
二
〇
一
一
年
九
月
二
五
日
付
。「「
ロ
ケ
ハ
ラ
」
に
ご
注
意
、
位
置
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
落
と
し
穴　

ス

マ
ホ
普
及
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
と
背
中
合
わ
せ
」http://w

w
w
.nikkei.com

/article/D
GX

BZO
34976640R20C11A

9000000/

を
参
照
（
電
子
版
の
み
で
の
配
信
）。

（
６
）
エ
ミ
ー
ル
・
デ
ュ
ル
ケ
ム
の
宗
教
定
義
の
一
部
、
す
な
わ
ち
「
神
聖
す
な
わ
ち
分
離
さ
れ
禁
止
さ
れ
た
事
物
と
関
連
す
る
信
念
と
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行
事
の
体
系
」
を
参
照
し
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
宗
教
に
は
あ
る
種
の
「
秘
匿
性
」
が
価
値
を
持
つ
場
合
が
往
々
に
し
て
あ
る
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

（
７
）
山
梨
有
希
子
「
二
〇
一
二
年
度
の
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
の
活
動
に
つ
い
て
」（『
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
日
本
文
化
研
究
所
年
報
』

六
号
、
二
〇
一
三
年
、
一
〇―

一
二
頁
）
を
参
照
。

（
８
）
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
の
事
務
局
は
現
在
、
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
日
本
文
化
研
究
所
内
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
筆
者
が
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｃ

の
ス
タ
ッ
フ
で
は
な
い
点
、
こ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
教
材
は
全
て
ウ
ェ
ブ
上
で
公
開
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
教
材
開
発
の
状
況
な
ど
に

関
し
て
も
す
で
に
発
表
さ
れ
た
既
存
の
論
文
や
報
告
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
点
を
念
の
た
め
に
注
記
し
て
お
き
た
い
。

（
９
）
な
お
①
・
②
・
③
の
教
材
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
紹
介
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
井
信
治
「
教
材
開
発
の
現
状
報
告
」（『
國

學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
日
本
文
化
研
究
所
年
報
』
四
号
、
二
〇
一
一
年
、
六
三―

七
一
頁
）。

（
10
）https://sites.google.com

/site/cercreligiousculture/

を
参
照
。

（
11
）
山
梨
前
掲
報
告
、
一
一―

一
二
頁
を
参
照
。

（
12
）http://w

w
w
.d-advantage.jp/app/locasm

a.htm
l

を
参
照
。

（
13
）http://k-am

c.kokugakuin.ac.jp/D
M

/

を
参
照
。

（
14
）
國
學
院
大
學
が
公
開
し
て
い
る
デ
ー
タ
は
、
本
文
中
に
示
し
た
も
の
の
他
に
、「
神
社
絵
葉
書
Ｄ
Ｂ
（
東
北
四
県
）」「
水
郷
佐
原
」

が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
前
述
の
「
國
學
院
大
學
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
内
の
当
該
デ
ー
タ
と
連
携
し
て
い
る
。
國
學
院
大
學
研
究

開
発
推
進
機
構
日
本
文
化
研
究
所
で
は
現
在
、「
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
運
営
お
よ
び
教
育
へ
の
展
開
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
推

進
さ
れ
て
お
り
、
宗
教
文
化
に
関
わ
る
教
育
活
動
の
充
実
化
が
計
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
國
學
院
大
學
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

上
で
公
開
さ
れ
て
い
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
教
育
へ
の
活
用
、
還
元
を
柱
の
一
つ
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
と
も
緊
密
な
連
携
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が
行
わ
れ
て
い
る
。「
國
學
院
大
學
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
に
は
、
ウ
ェ
ブ
上
の
マ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
と
連
携
し
て
い
る
コ
ン
テ

ン
ツ
が
複
数
あ
り
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
技
術
と
の
連
携
を
図
り
や
す
い
基
盤
が
整
え
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
新
動
向
に

関
し
て
は
井
上
順
孝
「
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
運
営
お
よ
び
教
育
へ
の
展
開
」（『
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
日
本
文
化

研
究
所
年
報
』
七
号
、
二
〇
一
四
年
、
一―

五
頁
）
を
参
照
。

（
15
）http://w

w
w
.soum

u.go.jp/johotsusintokei/statistics/data/140627_1.pdf

を
参
照
。

（
16
）
い
き
も
の
ロ
グ
は
、http://ikilog.biodic.go.jp/

に
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
17
）
い
き
も
の
ロ
グ
に
登
録
さ
れ
て
い
る
「
い
き
も
の
」
は
大
分
類
で
、「
植
物
」「
動
物
」「
菌
類
」「
藻
類
等
」「
原
生
動
物
等
」
で
あ

る
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
名
の
通
り
、「
い
き
も
の
」
に
関
す
る
横
断
的
な
デ
ー
タ
を
収
集
さ
れ
て
い
る
。

（
18
）
い
き
も
の
ロ
グ
前
掲
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
よ
り
。

（
19
）
環
境
省
・
報
道
発
表
資
料
「「
い
き
も
の
ロ
グ
」
の
運
用
開
始
に
つ
い
て
（
お
知
ら
せ
）」
よ
り
。http://w

w
w
.env.go.jp/

press/press.php?serial=17250

を
参
照
。

（
20
）eBirds

は
、http://ebird.org/content/ebird/
に
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
21
）『
バ
ー
ド
リ
サ
ー
チ
ニ
ュ
ー
ス
』
一
一―

八
を
参
照
。

（
22
）
た
だ
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
現
在
停
止
し
て
お
り
、
次
回
の
実
施
に
関
し
て
は
未
定
で
あ
る
と
い
う
。
該
当
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
現
在
、

過
去
の
質
問
者
と
回
答
者
の
や
り
と
り
の
ロ
グ
を
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
23
）
宗
教
定
義
の
難
し
さ
や
多
様
さ
に
つ
い
て
は
、
井
上
順
孝
編
『
現
代
日
本
の
宗
教
社
会
学
』
世
界
思
想
社
、
一
九
九
四
年
、
四―

五
頁
を
参
照
。

（
24
）
近
藤
無
滴
・
星
野
純
子
・
村
上
紀
夫
・
福
島
幸
宏
・
師
茂
樹
・
後
藤
真
「
時
空
間
情
報
を
用
い
た
京
都
に
お
け
る
「
お
地
蔵
さ
ん
」・

03天田顕徳氏.indd   5903天田顕徳氏.indd   59 2015/02/12   16:32:192015/02/12   16:32:19



60

地
蔵
盆
の
分
析
」（『
情
報
処
理
学
会
研
究
報
告
』（vol.2014-CH

-102 N
o.8

）、
二
〇
一
四
年
、
一―

八
頁
。

（
25
）
近
藤
他
前
掲
報
告
、
一
頁
。

（
26
）「
生
き
ら
れ
た
信
仰
」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
は
、M

cGuire, M
eredith B.

“Lived Religion : Faith and Practice in 

Everyday Life

”O
xford U

niversity Press, 2008.

お
よ
び
、
メ
レ
デ
ィ
ス
・
マ
ク
ガ
イ
ア
著
、
山
中
弘
・
伊
藤
雅
之
・
岡
本
亮

輔
訳
『
宗
教
社
会
学―

宗
教
と
社
会
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス―

』
明
石
書
店
、
二
〇
〇
八
年
を
参
照
。

（
27
）「
ハ
イ
パ
ー
宗
教
」
と
い
う
概
念
に
関
し
て
は
、
井
上
順
孝
編
『
現
代
宗
教
事
典
』
弘
文
堂
、
二
〇
〇
五
年
、「
ハ
イ
パ
ー
宗
教
」

の
項
（
四
一
七
頁
）
を
参
照
。

（
28
）https://w

w
w
.google.com

/m
aps/d/view

er?m
sa=0&

m
id=zZtiT

W
fdZx-A

.kZy_cN
H
V
8V

po

を
参
照
。

（
29
）
例
え
ば
、
宮
家
準
『
修
験
道
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
一
年
、
で
は
、
書
き
下
ろ
し
の
第
三
章
に
お
い
て
「
現
代
修
験
教
団

の
修
行
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
一
年
当
時
の
修
行
の
様
子
が
わ
か
る
好
論
で
あ
る
が
、
例
え
ば
世
界
遺
産
登
録
前
夜
と
も
い

え
る
こ
の
時
期
と
、
世
界
遺
産
登
録
後
の
修
行
の
様
子
を
比
較
す
る
の
も
有
意
義
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
用
い
な
い

形
で
い
ず
れ
ま
と
め
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

（
30
）
二
〇
一
二
年
七
月
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
よ
り
。

（
31
）
星
野
靖
二
「
国
際
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
日
常
生
活
と
宗
教
文
化―

戒
律
を
め
ぐ
る
問
題
を
中
心
に―

」」（『
國
學
院
大
學
研
究
開
発

推
進
機
構
日
本
文
化
研
究
所
年
報
』
七
号
、
二
〇
一
四
年
、
一
〇―

一
一
頁
）
を
参
照
。
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